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有害性評価書 1 
 2 
物質名： エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート  3 
 4 
1. 化学物質の同定情報 1) 5 

名  称：エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート 6 
別  名：酢酸２-メトキシエチル、メチルセロソルブアセテート、メチルグリコールアセテ7 

ート、EGMEA 8 
化 学 式：C5H10O3 9 
分 子 量：118.1 10 
CAS 番号：110-49-6 11 
労働安全衛生法施行令別表９(名称を通知すべき有害物)第 81 号 12 

 13 
2. 物理化学的情報 14 

(1) 物理的化学的性状 1) 15 
外観：特徴的な臭気のある、無色の液体 発火点：380 ℃ 
比重：1.01 爆発限界(空気中)：1.5 ～ 12.3 vol％、(93℃） 
沸 点：145 ℃ 溶解性（水）：混和する 
蒸気圧：0.27 kPa （20℃） ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数 log Pow ： 0.121 
蒸気密度（空気＝1）：4.1 換算係数 19)：  

1ppm＝ 4.83 mg/m3（25℃） 
1mg/m3＝ 0.207 ppm（25℃） 融 点：－65 ℃ 

引火点（C.C.）：45℃   

 16 
(2) 物理的化学的危険性 1） 17 

ア 火災危険性 ：引火性  18 
イ 爆発危険性 ：45℃以上では、蒸気/空気の爆発性混合気体を生じることがある。  19 
ウ 物理的危険性：情報なし  20 
エ 化学的危険性：爆発性過酸化物を生成することがあると推測される。強力な酸化剤、21 

強塩基と反応する。  22 
 23 

3. 生産･輸入量／使用量／用途 24 
製造・輸入量：3000 トン (平成 23 年度)2) 25 
用 途：電子材料洗浄用、印刷インキ、塗料・接着剤の溶剤 21) 26 
製造業者：情報なし 27 
 28 

4. 健康影響 29 
[体内動態(吸収、分布、代謝、排泄)] 30 
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調査した範囲内では、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート(以後、EGMEA)31 
自体の体内動態に関する試験報告は少ない。EGMEA は、皮膚、肺及び消化管から容易に吸32 
収され、実験動物において、速やかに EGME と酢酸に加水分解される 21)。以下に、EGME33 
の体内部動態について記す。 34 

EGME は、胃腸管、肺、皮膚を通じて速やかに吸収され、大部分がメトキシ酢酸（MAA）、35 
N-メトキシアセチルグリシン、エチレングリコールに代謝され、主として尿中に排泄される。36 
ヒトに 15 mL の EGME 溶液を経皮投与（腕下部 12.5cm2に 2 時間）した実験で、投与 2 時37 
間後の血中濃度は 200-300 g/mL に達し、また、吸収性を検討するためのヒトの腹部表皮を38 
用いた in vitro 実験によると、皮膚透過性は 2.82±2.63mg/cm2/時間であった。5 人のボラン39 
ティアで経皮吸収速度を調べた実験（前腕部 100cm2に溶液 15 分適用）では 2.9±2.0 mg/cm2/40 
時間であり、全身が本物質蒸気に曝された場合、経皮吸収分は全吸収量の 55％に達すると試41 
算されている。7 人のボランティアに 16mg/m3を 4 時間（総量で 0.25mg/kg 体重）吸入ばく42 
露した実験では、総吸入量の 76％が肺によって吸収され、平均して吸収量の 85.5％が MAA43 
に代謝され、ばく露 120 時間後まで尿中に認められている。ばく露中の排泄速度は 3 g/分で44 
上昇し、ばく露終了後 4～6 時間で一定となった後、緩やかに低下し、尿中からの MAA の消45 
失半減期は 77.1±9.5 時間と推計された 30)。 46 
ラット・マウスを用いた反復投与実験や生殖毒性実験で、EGME代謝経路の阻害物質および47 

競合物質（アルコール脱水素酵素阻害物、エタノール等）を同時投与すると毒性影響が軽減さ48 
れることから、標的臓器における本物質毒性の主原因はMAAの滞留によるものと考えられて49 
いる。なお、ヒトのEGMEばく露への感受性は、げっ歯類に比べ約13倍高いことがPBPKモデ50 
ルにより推計されている30)。 51 

 52 
製品評価技術基盤機構：化学物質の初期リスク評価書Ver. 1.0 No.101、酢酸2－メトキシエチ53 

ル(2008)の18ページにEGMEAの動物における代謝経路が図示されている21)。 54 
 55 
（1） 実験動物に対する毒性 56 

ア 急性毒性 57 
致死性 58 
実験動物に対する EGMEA の急性毒性試験結果を以下にまとめる 3)。 59 

 マウス ラット ウサギ 
吸入、LC50 情報なし 情報なし 情報なし 
経口、LD50 3,100 mg/kg 体重 2,900 mg/kg 体重 情報なし 
経皮、LD50 情報なし 情報なし 5.25 ml/kg 体重

腹腔内 LD50 情報なし 情報なし 情報なし 
 60 
健康影響 61 
・ラットに 1500 ppm の濃度で 4 時間吸入ばく露した試験で、8 時間後に死亡がみられた62 

22) 。 63 
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・ウサギ、ネコに 450 ppm の濃度で 8 時間吸入ばく露した試験で、腎障害により死亡し64 
たと報告されている 21)。 65 

・4500 ppm(ほぼ飽和蒸気圧)1 時間の吸入ばく露でマウス、モルモット、ウサギで粘膜刺66 
激がみられた 19)。 67 

・4500 ppm(ほぼ飽和蒸気圧)3 時間の吸入ばく露でマウス、ウサギに死亡はみられなかっ68 
たが、モルモット及びネコは 36 時間後から 21 日後の間に二次的な肺気管支炎で死亡69 
した 19)。 70 

・F344 雄ラットに EGMEA 0、50、100、200、400 mg/kg 体重/日を 2 日間経口投与71 
し、プラーク形成細胞 (PFC) アッセイにより、免疫系に対する影響を調べた実験で、72 
50 mg/kg 体重/日以上で脾臓中の PFC 数の減少、200 mg/kg 体重/日以上で赤血球凝集73 
反応による血清抗体価の減少がみられ、免疫抑制が認められた 21)。 74 

 75 
イ 刺激性及び腐食性 76 

・NZW ウサギの刈毛した腹側部皮膚に、EGMEA 0.5 ml を 4 時間閉塞適用した試験で、77 
刺激性はみられなかったが、24 時間閉塞適用した試験で、軽度の皮膚刺激性がみられ78 
た 21)。 79 

・調査した範囲内では、実験動物に対する眼刺激性に関する試験報告は得られていない。 80 
 EGME では、NZW ウサギの眼に軽度の刺激性が報告されている。 81 

ウ 感作性 82 
・調査した範囲内では、実験動物に対する感作性に関する試験報告は得られていない。 83 

 84 
エ 反復投与毒性（生殖毒性、遺伝毒性/変異原性、発がん性は除く） 85 
 86 

吸入ばく露 87 
・古い文献ではあるが、マウス、ウサギ、モルモット及びネコに EGMEA 0、2,420、4,310 88 

mg/m3を反復吸入ばく露した試験で、ネコは 2,420 mg/m3で、マウス、ウサギ、モルモ89 
ットでは 4,310 mg/m3で 23 日以内に軽度の昏迷と腎障害がみられたと報告されている。90 
また、ネコに EGMEA 970 mg/m3を反復吸入ばく露した試験で、赤血球数及びヘモグロ91 
ビン濃度の減少がみられたことが報告されている 21)。 92 

 93 
経口投与 94 
・ICR マウス雄各群 5 匹(対照群は 20 匹)に EGMEA 0、62.5、125、250、500、1,000 およ95 

び 2,000 mg/kg 体重/日を週 5 日、5 週間強制経口投与し、肝臓、腎臓、脾臓、心臓、精96 
巣、精のう及び凝固腺の重量測定 (絶対重量) と病理組織学的検査を行った。また、赤血97 
球数、白血球数、血球容積、ヘモグロビン量を測定した。500 mg/kg 以上の群で精巣重量98 
の減少、1,000 mg/kg 以上の群で用量依存的な白血球数の減少、2,000 mg/kg 群で凝固腺99 
を含む精のう重量の減少、ヘモグロビン量の減少がみられた。顕著な変化は精巣に対する100 
影響と白血球数の減少だけであり、肝臓、腎臓等については重量の変化はみられず、病理101 
組織学的にも特に変化は認められなかった 23)。 102 
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[神経毒性] 103 
・調査した範囲で信頼しうる情報は得られていない。 104 
 105 

オ 生殖毒性 106 
吸入ばく露 107 
・調査した範囲内では、吸入ばく露による生殖毒性に関する報告は得られていない。 108 
 109 
経口投与/経皮投与/その他の経路等 110 
・ICR 雌マウス(対照群 50 匹、投与群 49 匹）に妊娠 6～13 日に EGMEA 0、1,225 mg/kg111 
体重/日を経口投与した試験で、投与群では 31匹が妊娠したが生存胚はみられなかった 24)。 112 

・ICR 雄マウス各群 5 匹(対照群 20 匹)に EGMEA 0、62.5、125、250、500、1,000 および113 
2,000 mg/kg 体重/日を週 5 日、5 週間強制経口投与し臓器重量測定と病理組織学的検査を114 
行った。500 mg/kg 体重/日以上で精巣重量の減少、精子・精子細胞は一部の精細管に少115 
数みられるだけで、精母細胞の著しい減少がみられた。1,000 mg/kg 以上の群で精細管径116 
の減少、精子及び精子細胞の消失、間質の増加、2,000 mg/kg 群で精細管内にはセルトリ117 
細胞が存在するだけで、精細胞の消失がみられた 23)。 118 

 119 
カ 遺伝毒性（変異原性） 120 

・In vitro 試験系では、復帰突然変異試験の 1 菌株、染色体異常試験、姉妹染色分体交換試121 
験（SCE）で陽性を示して、in vivo 試験系では小核試験で陰性を示している 21)。 122 

試験方法 使用細胞種・動物種 結果  

In vitro 復帰突然変異試験 ネズミチフス菌 TA100 (代謝活性化＋) ＋ 
ネズミチフス菌 TA100 (代謝活性化－) － 
ネズミチフス菌TA97, TA98, TA1535, 
TA1537 (代謝活性化＋および－) 

－ 

染色体異常試験 CHO (代謝活性化＋) ＋ 
CHO (代謝活性化－) － 
酵母 D61.M ＋ 

姉妹染色分体交換試験 CHO (代謝活性化－および＋) ＋ 

In vivo 染色体異常試験 キイロショウジヨウバエ － 

小核試験 チャイニーズハムスター骨髄細胞 腹腔

内投与 
－ 

－：陰性 ＋：陽性  123 
 124 

キ 発がん性 125 
・ 調査した範囲内では、発がん性に関する報告は得られていない。 126 
 127 

（2） ヒトへの影響（疫学調査及び事例） 128 
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ア 急性毒性 129 
・58 歳の女性が、眼鏡フレームと接触した鼻部で皮膚炎を起こした事例が報告されている。130 

使用開始して 1 週間たたずに接触した鼻部で皮膚炎を生じ、さらに眼窩部に拡大した。耳、131 
眼鏡のつるとあたる部位では皮膚炎は生じなかった。パッチテストの結果、眼鏡本体とパ132 
ッドを接着するために使われた EGMEA によるものと考えられている 25)。 133 

 134 
イ 刺激性及び腐食性 135 
・調査した範囲内では、刺激性及び腐食性に関する報告は得られていない。 136 
 137 

ウ 感作性 138 
・調査した範囲内では、感作性に関する報告は得られていない。 139 
 140 

エ 反復ばく露毒性（生殖毒性、遺伝毒性、発がん性は除く） 141 
・調査した範囲内では、反復ばく露毒性に関する報告は得られていない。 142 

[神経毒性] 143 
EGMEA の神経毒性に関する報告は、調べた範囲内で見当らなかった。EGME については144 
中枢神経系への影響が報告されている 30)。 145 
  146 

オ 生殖毒性 147 
・ラッカーとエナメルワイヤー製造所で、ガラスフラスコあるいは机の表面を EGMEA を用148 

いて洗浄する作業に 15 歳から従事した女性で、初産 (22 歳時) の第 1 子男児に、尿道下149 
裂、小陰茎及び二分陰のうがみられた。性別の確定には染色体検査を要したが、男児の正150 
常形であった。男児の出生時体重は正常範囲内であり、代謝系の検査では異常はみられな151 
かった。第 2 子男児 (25 歳時妊娠) に、尿道下裂及び二分陰のうが見られた。女性は152 
EGMEA を 1 日平均 1～2 l、最低 4 時間取り扱っており、通常は手袋をして作業したが、153 
手袋を着用しないこともあった。女性には奇形の家族歴はないため、著者らは、この女性154 
の出生児にみられた奇形は EGMEA が原因であるとしている 26)。 155 

・ヒトにおいては後ろ向きコホート、症例対照研究、および先天異常の出産例が報告されて156 
いる。ジエチレングリコールジメチルエーテルやエチレングリコールモノエチルエーテル157 
アセテート（EEA）等の混合ばく露を受けている半導体工場作業者のコホート研究では、158 
感光性樹脂の加工作業のみに従事する高濃度群の女性作業者において、自然流産と低妊孕159 
率の相対危険度が 2.9（95 % CI：1.2-7.0）および 4.9（95 % CI：1.6-13.3）と有意に増加160 
していたが、男性作業者の妻においてはその傾向は有意ではなかった。先天奇形の症例対161 
照研究では、グリコールエーテル曝露に関連するオッズ比の有意な上昇が、神経管欠損（OR 162 
= 1.94, 95 % CI = 1.16-3.24），口唇裂（OR = 2.03, 95 % CI = 1.11-3.73），および重複先天163 
異常（OR = 2.00, 95 % CI = 1.24-3.23）で認められた 5)。 164 

 165 
カ 遺伝毒性 166 
・調査した範囲内では、遺伝毒性に関する報告は得られていない。 167 
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 168 
キ 発がん性 169 
・調査した範囲内では、発がん性に関する報告は得られていない。 170 

 171 
発がんの定量的リスク評価 172 
・EGMEA についてのユニットリスクに関する報告はない。8), 9), 10), 11) 12) 173 

 174 
発がん性分類 175 

IARC：情報なし 4) 176 
産衛学会：情報なし 5) 177 
EU CLP：情報なし 6) 178 
NTP 12th: 情報なし 7) 179 
ACGIH：情報なし 13) 180 

 181 
（3） 許容濃度の設定 182 

ACGIH、日本産業衛生学会、DFG MAK とも EGMEA は体内で速やかに加水分解を受け183 
てエチレングリコールモノメチルエーテル(EGME)になるため、EGMEA の許容濃度は，基184 
本的には EGME と同様であるとの前提により設定されている。 185 
 186 
ACGIH TLV-TWA：0.1 ppm（0.5 mg/m3）、Skin (経皮吸収に注意) (設定年：2006)13) 187 
勧告根拠：（要約） 188 
 EGMEA の TLV は血液毒性、生殖毒性の防止に基づき設定する。血液学的異常は妊娠ウサ189 
ギへの EGME 3 ppm の吸入ばく露で認められ、ヒトでの貧血が EGME の経皮ばく露を伴う190 
吸入ばく露 35.7 ppm でみられた。気中濃度を 0.55 ppm に低下させ、経皮ばく露を抑制した191 
ところ貧血は解消した。EGME は妊娠ウサギでは 10 ppm、ラットでは 25 ppm ばく露で胎192 
児に骨化の遅延がみられ、妊娠ウサギへの 50 ppm ばく露で奇形がみられた。Physiologically 193 
Based Pharmacokinetic Model (PBPKモデル)によるとEGME のヒトへ毒性が発現する濃度194 
はげっ歯類の 13 分の 1 であることが示唆されている。 195 

ヒトで 0.55 ppmで貧血が認められず、実験動物での生殖影響が 10 ppmでみられ、EGMEA196 
が EGME へ加水分解されることに基づき、EGMEA の TLV-TWA を 0.1 ppm と勧告する。197 
EGMEA は全身毒性を示すに十分な量が皮膚を通して速やかに吸収されることから経皮吸収198 
性(Skin)を付す。感作性(SEN)、発がん性の表示および TLV-STEL を勧告するまでの十分な199 
データは得られていない 19)。 200 

 201 
日本産業衛生学会：0.1 ppm（0.48 mg/m3）、皮 (経皮吸収に注意) (設定年：2009) 5) 202 
勧告根拠： 203 
 EGMEA に関するデータは少ないが、体内で速やかに加水分解を受けて EGME を生成する204 
ため、EGMEA の許容濃度は、基本的には EGME と同様でよいと考えられる。今回、EGME205 
と同様に、造血器毒性、生殖・発生毒性の予防のために許容濃度を 0.1 ppm（0.48 mg/m3）206 
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と変更することを提案する。経皮吸収は重要なばく露経路のひとつであるため「皮」を付す207 
18)。 208 
 209 
[参考] 日本産業衛生学会 EGME の勧告 0.1 ppm（0.31 mg/m3）根拠 27) 210 
以前の提案では、精巣萎縮の予防に注目し許容濃度 5 ppm と設定したが、妊娠ラットにおい211 
ては 3 ppm ばく露で造血系への障害が示唆されている。ヒトでは 35.7 ppm ばく露で貧血の212 
出現があり、0.55 ppm へのばく露レベル低減により貧血が回復したことが報告された。また213 
妊娠ウサギの 10 ppm ばく露により有意な胸骨骨化の遅延が認められた。PBPK モデルによ214 
ればヒトはげっ歯類と比べて約 13 倍 EGME ばく露への感受性が高いことが示唆されてい215 
る。妊娠ラットでは 3 ppm ばく露で影響がみられているため 3 ppm を 13 で除して 0.23 ppm216 
以下のばく露レベルが安全と考えられる。またヒトでは 0.19 ppm のばく露レベルでは貧血も217 
みられず尿中メトキシ酢酸濃度も低値を示している。以上のことより、今回、造血器毒性、218 
生殖・発生毒性の予防のために許容濃度を 0.1 ppm（0.31 mg/m3）と変更することを提案す219 
る。経皮吸収も重要なばく露経路であるため引き続き「皮」を付す。 220 
 221 
ACGIH、日本産業衛生学会 EGME の勧告のもとになった試験、調査結果 222 

妊娠第 6–15 日のラットに EGME を 0, 3, 10, 50 ppm、1 日 6 時間ばく露させたところ，223 
3 ppm 以上でヘモグロビン濃度の有意な低下がみられた 27)。 224 

ウサギ（妊娠 6–18 日）およびラット（妊娠 6–15 日）を 3, 10, 50 ppm に，マウス（妊娠225 
6–15 日）を 10 および 50 ppm に EGME をそれぞれ 6 時間/日反復ばく露した。50 ppm に226 
ばく露したラットおよびマウスでは胎児毒性は認められたが催奇形性は認められなかったの227 
に対し、ウサギでは 50 ppm ばく露で胎児毒性、催奇形性ともに顕著であった。10 ppm では228 
3 種の動物いずれも影響がみられなかった。しかし、ウサギのみ、10 ppm ばく露により有意229 
な胸骨骨化の遅延が認められた。血液学的検査では、ラットではヘモグロビン濃度、ヘマト230 
クリット値がすべての投与群で、赤血球数が 50 ppm 群で低下したが、マウスとウサギでは変231 
化が認められなかった (ACGIH はウサギで血液学的変化がみられたとしているが、原著によ232 
るとラットの変化である) 28)。 233 

妊娠ラット（妊娠 7–16 日）を EGME に 25 ppm、１日 6 時間ばく露した場合、出生児に234 
低体重、骨化の遅延、腰肋の痕跡化、波状肋骨がみられた 29)。 235 

塗装工程で EGME にばく露していた労働者 29 名（男性 24 名，女性 5 名）を対照群 90 名236 
とともに追跡・比較を行った。平均ばく露レベルは 35.7 ppm（対照群 0.19 ppm）であった。237 
尿中メトキシ酢酸はばく露群が平均 57.7 mg/g·Cr(クレアチニン)、対照群が平均 1.02 mg/g·238 
Cr であった。ばく露レベル低減対策により、ばく露群の平均ばく露レベルは、2 ヶ月後に平239 
均 2.65 ppm、4 ヶ月後には平均 0.55 ppm まで減少した。これに伴いばく露群の尿中メトキ240 
シ酢酸は、2 ヶ月後に平均 24.6 mg/g·Cr、4 ヶ月後には平均 13.5 mg/g·Cr に減少した。ば241 
く露群の男性 24 名では，調査開始時点で、ばく露群の平均ヘモグロビン値が 13.7 g/dl で対242 
照群男性 67 名の 15.5 g/dl に比較して有意に低値であった。ばく露群は，2ヶ月後に 15.2 g/dl、243 
4 ヶ月後には 15.5 g/dl と対照群と同様のレベルに回復がみられた。ばく露群にみられた貧血244 
の速やかな回復は、EGME の吸入ばく露レベルの低下および部分的には経皮的ばく露の減少245 
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によるものと著者らは考察している 27),30)。 246 
 247 
DFG MAK：1 ppm（4.9 mg/m3）、EGME との合計値、 248 

H (経皮吸収の危険性)、Pregnancy risk B 14) 249 
勧告根拠：(1985 年時点 5 ppm の時のものである。2008 年に EGME の MAK 値が 1 ppm に250 
変更されたため、1 ppm に変更) 251 
 EGMEA はラットの血漿中(in vitro)で 20～30 分の半減期で脱酢酸化される。In vivo でも252 
速やかな加水分解が予想される。EGME と EGMEA の急性、亜急性毒性を比較すると、体重253 
1 キロ当たりの等しいモル量で同じ効果がみられる。それゆえ EGMEA の毒性及び毒性プロ254 
フィールは EGME と似ていると考えられる。唯一の違いは皮膚および粘膜への刺激性は255 
EGMEA がやや小さいことである。当分の間 EGMEA の MAK 値は EGME との類似性より256 
5ml/m3（ppm）とする。EGMEA は全身影響があるため、ばく露限界値のカテゴリーをⅡと257 
する。毒性の発現する量が皮膚から吸収され得るため H (経皮吸収の危険性)を付す。MAK 値258 
を順守したとしても胚や胎児の発育に障害を与える可能性を排除できないため催奇形性物質259 
として妊娠リスク B に分類される 20)。 260 

 261 
NIOSH：0.1 ppm（0.5 mg/m3）、Skin (経皮吸収に注意)15) 262 
OSHA：25 ppm（120 mg/m3）、Skin (経皮吸収に注意)16) 263 
UK：1 ppm（5 mg/m3）、Sk (経皮吸収に注意) 17) 264 
 265 
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有害性総合評価表 329 
 330 

物質名：エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート 331 
有害性の種類 評 価 結 果 

ア 急性毒性 
 

致死性 
ラット 
吸入毒性：LC50 ＝ 情報なし 
経口毒性：LD50 ＝ 2,900 mg/kg 体重 

 
マウス 
吸入毒性：LC50 ＝ 情報なし 
経口毒性：LD50 ＝ 3,100 mg/kg 体重 

 
ウサギ 
経皮毒性：LD50 ＝ 5.25 ml/kg 体重 

 
健康影響 
・ラットに 1500 ppm の濃度で 4 時間吸入ばく露した試験で、8 時間後に死亡がみら

れた。 
・ウサギ、ネコに 450 ppm の濃度で 8 時間吸入ばく露した試験で、腎障害により死亡

したと報告されている 。 
・4500 ppm(ほぼ飽和蒸気圧)1 時間の吸入ばく露でマウス、モルモット、ウサギで粘

膜刺激がみられた。 
・4500 ppm(ほぼ飽和蒸気圧)3 時間の吸入ばく露でマウス、ウサギに死亡はみられな

かったが、モルモット及びネコは 36 時間後から 21 日後の間に二次的な肺気管支炎

で死亡した。 
・F344 雄ラットに EGMEA 0、50、100、200、400 mg/kg 体重/日を 2 日間経口投

与し、プラーク形成細胞 (PFC) アッセイにより、免疫系に対する影響を調べた実験

で、50 mg/kg 体重/日以上で脾臓中の PFC 数の減少、200 mg/kg 体重/日以上で赤

血球凝集反応による血清抗体価の減少がみられ、免疫抑制が認められた。 
 

イ 刺激性/腐
食性 

皮膚刺激性/腐食性：判断できない 
ニュージランドホワイトウサギの刈毛した腹側部皮膚に、EGMEA 0.5 ml を 4 時間閉

塞適用した試験で、刺激性はみられなかったが 24 時間閉塞適用した試験で、軽度の刺

激性がみられた。 
眼に対する重篤な損傷性/刺激性：報告なし 

ウ 感作性 
 

皮膚感作性：報告なし 
呼吸器感作性：報告なし 
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エ 反復投与毒

性(生殖毒性/
遺伝毒性/発が

ん性は除く)  
 

NOAEL= 250 mg/kg 体重/日 
根拠：雄の ICR マウス各群 5 匹(対照群は 20 匹)に EGMEA 0、62.5、125、250、500、

1,000、2,000 mg/kg 体重/日を週 5 日、5 週間強制経口投与し、肝臓、腎臓、脾臓、

心臓、精巣、精のう及び凝固腺の重量測定 (絶対重量) と病理組織学的検査を行っ

た。また、赤血球数、白血球数、血球容積、ヘモグロビン量を測定した。500 mg/kg
体重/日以上で精巣重量の減少、1,000 mg/kg 体重/日以上で用量依存的な白血球数

の減少、2,000 mg/kg/日で凝固腺を含む精のう重量の減少、ヘモグロビン量の減

少がみられた。 
不確実性係数 UF = 10 
根拠：種差（10）、 
評価レベル = 150 mg/m3 (31 ppm) 
これに労働者の呼吸量 10ｍ3、体重を 60kg として計算すると 
計算式：250 mg/kg 体重/日×60kg/10m3×5/5(日数補正)×1/10(UF)＝150 mg/m3 

 
[神経毒性] 
ヒトにおいては神経毒性に関する報告は調べた範囲内で見当らなかった。 

オ 生殖毒性 
 

生殖毒性：あり 
日本産業衛生学会 2013 年度許容濃度の勧告(暫定)で、生殖毒性第 1 群(ヒトにおいて生

殖毒性を示すことが知られている物質)に分類されている。 
根拠：EGMEA ばく露による奇形児の出産が 1 例報告され，疫学調査として EEA 等

のグリコールエーテル類の混合ばく露であるが後ろ向きコホート調査および症例

対照研究があり、動物では精巣毒性、胎児毒性および催奇形性が明白である。

EGMEA は、肺、皮膚および消化器官から容易に吸収され、その後速やかにエチ

レングリコールモノメチルエーテル（EGME）および酢酸に加水分解されること

から、EGME と同様の生体内運命を示すと考えられるので、EGMEA を第 1 群
とする。 

NOAEL = 250 mg/kg 体重/日 
根拠：雄の ICR マウス各群 5 匹(対照群は 20 匹)に EGMEA 0、62.5、125、250、

500、1,000、2,000 mg/kg 体重/日を週 5 日、5 週間強制経口投与し臓器重量測定

と病理組織学的検査を行った。500 mg/kg 体重/日以上で精巣重量の減少、精子・

精子細胞は一部の精細管に少数みられるだけで、精母細胞の著しい減少がみられ

た。1,000 mg/kg 体重/日以上で精細管径の減少、精子及び精子細胞の消失、間質

の増加、2,000 mg 体重/kg/日で精細管内にはセルトリ細胞が存在するだけで、精

細胞の消失がみられた。 
 
不確実性係数 UF = 10 
根拠：種差（10）、 
評価レベル = 150 mg/m3 (31 ppm) 
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これに労働者の呼吸量 10ｍ3、体重を 60kg として計算すると 
計算式：250 mg/kg 体重/日×60kg/10m3×5/5(日数補正)×1/10(UF)＝150 mg/m3 

 
カ 遺伝毒性

（変異原性を

含む） 

遺伝毒性：判断できない 
根拠：本物質は、in vivo 試験系では小核試験で陰性を示しているが、in vitro 試験

系では、復帰突然変異試験の 1菌株、染色体異常試験、姉妹染色分体交換試験（SCE）

で陽性を示しているため、遺伝毒性の有無は判断できない。 
 

キ 発がん性 発がん性：報告なし 
閾値の有無：判断できない 
根拠：本物質は、in vivo 試験系では小核試験で陰性を示しているが、in vitro 試験

系では、復帰突然変異試験の 1菌株、染色体異常試験、姉妹染色分体交換試験（SCE）

で陽性を示しているため、閾値の有無は判断できない。 
コ 許容濃度の

設定 
ACGIH  

TWA：0.1 ppm（0.5 mg/m3）、経皮吸収 
根拠：EGMEA の TLV は血液毒性、生殖毒性の防止に基づき設定する。血液学的

異常は妊娠ウサギへの EGME 3 ppm の吸入ばく露で認められ、ヒトでの貧血が

EGME の経皮ばく露を伴う吸入ばく露 35.7 ppm でみられた。気中濃度を 0.55 
ppm に低下させ、経皮ばく露を抑制したところ貧血は解消した。EGME は妊娠

ウサギでは 10 ppm、ラットでは 25 ppm ばく露で胎児に骨化の遅延がみられ、

妊娠ウサギへの50 ppmばく露で奇形がみられた。PBPKモデルによるとEGME
のヒトへ毒性が発現する濃度はげっ歯類の 13 分の 1であることが示唆されてい

る。 
ヒトで 0.55 ppm で貧血が認められず、実験動物での生殖影響が 10 ppm でみ

られ、EGMEA が EGME へ加水分解されることに基づき、EGMEA の TLV-TWA
を 0.1 ppm と勧告する。EGMEA は全身毒性を示すに十分な量が皮膚を通して

速やかに吸収されることから経皮吸収性(Skin)を付す。感作性(SEN)、発がん性

の表示および TLV-STEL を勧告するまでの十分なデータは得られていない。 
 
日本産業衛生学会 0.1 ppm（0.5 mg/m3）、皮 (経皮吸収に注意)  
根拠：EGMEA に関するデータは少ないが、体内で速やかに加水分解を受けて

EGME を生成するため、EGMEA の許容濃度は、基本的には EGME と同様

でよいと考えられる。今回、EGME と同様に、造血器毒性，生殖・発生毒性

の予防のために許容濃度を 0.1 ppm（0.48 mg/m3）と変更することを提案する。

経皮吸収は重要なばく露経路のひとつであるため「皮」を付す。 
 

[参考] 日本産業衛生学会の EGME の勧告 0.1 ppm（0.31 mg/m3）根拠 
以前の提案では、精巣萎縮の予防に注目し許容濃度 5 ppm と設定したが、妊
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娠ラットにおいては 3 ppm ばく露で造血器障害が示唆されている。ヒトでは

35.7 ppm ばく露で貧血の出現があり、0.55 ppm へのばく露レベル低減により

貧血が回復したことが報告された。また妊娠ウサギの 10 ppm ばく露により有意

な胸骨骨化の遅延が認められた。PBPK モデルによればヒトはげっ歯類と比べ

て約 13 倍 EGME ばく露への感受性が高いことが示唆されている。妊娠ラット

では 3 ppm ばく露で影響がみられているため 3 ppm を 13 で除して 0.23 ppm
以下のばく露レベルが安全と考えられる。またヒトでは 0.19 ppm のばく露レベ

ルでは貧血もみられず尿中メトキシ酢酸濃度も低値を示している。以上のこと

より、今回、造血器毒性、生殖・発生毒性の予防のために許容濃度を 0.1 ppm
（0.31 mg/m3）と変更することを提案する。経皮吸収も重要なばく露経路であ

るため引き続き「皮」を付す。 
 
DFG MAK：1 ppm（4.9 mg/m3）、 

EGME との合計値、 
H (経皮吸収の危険性)、Pregnancy risk B  

根拠：1985 年 (5 ppm の時のものである。2008 年に EGME の MAK 値が 1 ppm
に変更されたため、1 ppm に変更) 

   EGMEA はラットの血漿中(in vitro)で 20～30 分の半減期で脱酢酸化される。 
In vivo でも速やかな加水分解が予想される。EGME と EGMEA の急性、亜

急性毒性を比較すると、体重 1 キロ当たりの等しいモル量で同じ効果がみられ

る。それゆえ EGMEA の毒性及び毒性プロフィールは EGME と似ていると考

えられる。唯一の違いは皮膚および粘膜への刺激性は EGMEA がやや小さいこ

とである。当分の間 EGMEA の MAK 値は EGME の類似性より 5ml/m3（ppm）

とする。EGMEA は全身影響があるため、ばく露限界値のカテゴリーをⅡとす

る。毒性影響のみられる量が皮膚から吸収されるため H (経皮吸収の危険性)を
付す。MAK 値を順守したとしても胚や胎児の発育に障害を与えることが排除で

きないため催奇形性物質として妊娠リスク B に分類される。 
 
NIOSH：0.1 ppm（0.5 mg/m3）、Skin (経皮吸収に注意) 
OSHA：25 ppm（120 mg/m3）、Skin (経皮吸収に注意) 
UK：1 ppm（5 mg/m3）、Sk (経皮吸収に注意)  
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